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潮港会の佐藤港月先生と清墨会の面  々
 

第１７１５回 例 会 平成 19年 3月 20日 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
点     鐘 … 中西  廣 会長 

ロータリーソング … それでこそロータリー 

来訪ロータリアン紹介 

… 親睦活動・家族委員会 

会 長 挨 拶 … 中西  廣 会長 

御 祝 披 露 … 中西  廣 会長 

誕 生 祝 … 澤田 武男会員( 3月 18日) 

結婚記念日 … なし 

入会記念日 … 石上 藤太会員( 3月 14日) 

       山口 廣雄会員( 3月 20日) 

 

幹 事 報 告 … 宮内  博 幹事 

ニコニコＢＯＸ … 親睦活動・家族委員会 

 

 

 

 

卓   話 

「『お山』の現状と今後について」 

  銚子市立銚子高等学校 

校長 森村 隆二 氏 

 

出 席 報 告 … 出 席 委 員 会 

第 9回定例理事役員会（例会終了後） 

 

来週のプログラム   (平成 19年 3月 27日) 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
卓 話 

「先人の業績に学ぶ二宮尊徳の思想と仕法」 

銚子市文化財審議会委員 

元銚子市立興野小学校校長 

宮内 隆夫 氏 

お食事「じゅん平」 

第 3回 35周年記念祝賀会の打合せ 

（3月27日例会終了後） 

2006～2007 年度 RI 会長 ウイリアム Ｂ.ボイド

 Recycled Paper
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第 1714 回例会(平成 19年 3月 13日) 

会長挨拶 

中西 廣 

いじめ問題について 

3月3日(土)の夜、ＮＨＫの2時間半生放送番組、

日本の、これから、「いじめ、どうすればなくせます

か」を視聴しました。いろいろと考えさせられるこ

との多い内容でした。こうすれば良い、これが決定

的な解決策というものを導き出せるものではありま

せんでしたが、問題からして当然でありましょう。 

いじめ問題が社会問題として取り上げられたのは、

20年以上前、そして、10年程前にも、いじめ撲滅の

ための様々な対策、キャンペーンが教育現場ならず、

国を挙げて行なわれました。その後、無くなるどこ

ろかむしろ酷くなり、教育現場に蔓延し、これまで

の対策はほとんど効果をあげていないとしています。

私も現職時代に深く関わっていましたので、虚しさ

をしみじみと感じ、やりきれない思いでした。 

文科省の担当者、教師、教育関係者、親、各層の

一般市民に、テレビ視聴者の参加を加えての討論形

式でした。番組のねらいは、これまでの対策は何が

間違っていたのか、学校の先生は、保護者は、ある

いは教育委員会や行政は、子供たちと真剣に向き合

い、その苦しみをきちんと受け止めていたのか。大

人たちは、こどもたちのためにいったい何をすべき

なのか。何が出来るのかを考えようというものであ

りました。 

学校・教師は、いじめの早期発見とその対策に努

めているとの思いを持ち、保護者は、学校への不信

感が強く、こども達は、苦しんでいる心を、先生方

には理解してもらえないという。＜学校を信頼すべ

きか、学校は信頼できないか＞、の問いには、出席

者の反応は半々の割合、教師及び教育関係者は前者

に、保護者・市民は後者に多く反応し、両者の溝は

討論を経ても、中々埋まらないという状況でありま

した。番組司会のアナウンサーも、番組進行の過程

で、結論は出ませんが、と言う言葉を再三使ってお

り問題の複雑さ、困難さをうかがわせます。学校と

家庭、それに本人を加えたコミュニケーションをし

っかりと築くこと、それぞれ、このための努力をし

ようということの確認が結びのようでした。 

四つのテスト 

言行はこれに照らしてから 

1) 真実かどうか 

2) みんなに公平か 

3) 好意と友情を深めるか 

4) みんなのためになるかどうか 

平成 8年 1月 30日に、当時の奥田幹生文部大臣の

緊急アピール、～かけがえのない子どもの命を守る

ために～ をはじめ、様々な対策がなされました。

限度を越えていじめる子供には出席停止もと、文部

省の最終報告にはありました。 

今回、焦点の出席停止については、賛成反対両論

拮抗しましたが、その法制度にもとづいた執行に際

しては、現場の校長や教師が、悩み苦しむというこ

とが目に見えています。この番組に、テレビの画面

参加をしていた、いじめにより不登校に陥っている

4人の中学生が、加害者の出席停止について、賛成 1

人反対 3人と、その効果の程を疑問視していること

に、問題の深さと対応の困難さを考えさせられまし

た。 

教師や親が、一人の人間として、子供たちの心に

真正面から向かい合う。このことに尽きるという思

いを改めて深くした次第です。 

幹事報告 

１・ガバナー事務所より 

・地区ＷＣＳベトナム支援金贈呈式参加のご案内

について 

・地区大会の記録            受領 

２・ガバナーエレクト事務所より 

 会長エレクト研修セミナー開催のご案内  受領 

３・国際ＲＩ第 2790 地区ローターアクトより 

 2006－2007 年度年次大会のご案内    受領 

４・千葉科学大学より 

入学宣誓式のご案内           受領 

５・例会変更のお知らせ 

小見川ＲＣより 

3／21(水) 休会 祝日の為 

3／28(水) 18：30点鐘「割烹春本」 

鹿島臨海ＲＣとの合同例会の為   受領 

☆週報受領  八日市場ＲＣ 
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卓 話 

「銚子と国木田独歩」 

国木田独歩百年忌実行委員会 

総務部会長 高瀬 博史 氏 

（私の生い立ち） 

昭和 24年、銚子

市柴崎町で生まれ、

海上小、五中、お

山、そして、学習

院大学の文学部哲

学科卒業、その後、

ワインの醸造で有名なフランスの西南部のボルドー

大学で哲学科の修士課程におりました。現在は英語

塾と翻訳などで細々と生活しております。 

国木田独歩（1871～1908。本名哲夫）の作品は少

ないのですが、名作の『武蔵野』や『春の鳥』や『忘

れえぬ人々』等々で、その特異な視点から人間や自

然を見つめました。教科書で何度もとりあげられて

おりますので、きっと一度はお読みになっているは

ずです。 

口語文体の基礎を築き上げた明治の作家が、この

銚子で生まれているのです。そして、人生の激動の

節目には、銚子を訪れ、銚子の風景に何度も癒され

て、死の間際には、脳裏にわが故郷としてきっと浮

かんでいたはずです。ですから、50年忌には、市長

の島田隆氏をはじめ多くの地元有力者が力を合せ、

あの海鹿島に碑を建立し、盛大に行ったのだと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

大きな文学の流れを簡単に分類すると、私は、

太宰治、谷崎潤一郎といった心の琴線に触れるよう

な作家群と、芥川龍之介や志賀直哉のような計算し

つくされた作家群、という分け方をしております。 

独歩は、そのどちらにもなれる作家であります。

つまり、文学の核となる作家なのです。 

明治時代に、新潮社が文学を主にして発行した『新

潮』という月刊誌がありますが、初めてまるまる一

冊の号で作家の追悼集を出します。その第一回が独

歩です。漱石にも大きな影響を与えたと考えており

ます。私は、独歩という作家は明治の近代文学を現

代にも通じるものとする大きな転換期に彗星のよう

に輝き、その第一歩を踏み出した作家であると考え

ます。それは、まるで 17 歳で現れ、20 歳で詩壇の

世界に別れを告げた、フランスのランボーのようで

もあります。今後も、その評価は高まることはあっ

ても、決して下がることは無いと思います。 

現在、更には将来の銚子の発展、特に観光行政の

一環としての核として、今後 100年後 200年後も、

この地の誇りとなれる独歩を、私たち銚子市民はも

っと自慢してもいいのではないでしょうか。 

その象徴としての歌が『病牀録』のこれです。 

夏の波は高く、冬の波は低し。 

土用七月の波、これを犬吠岬に見る。 

その壮観未だ忘るゝ能はず。 

何と力強い言葉では

ないでしょうか。銚子に

ふらりと立ち寄った人が

この詩に出会うとき、き

っと折角銚子まで来たの

だから犬吠埼も見てみた

いものだと思わずにはい

られないとおもうのです。 

ですから、人目の触れ

る場所、例えば成東の駅の中には、伊藤左千夫の石

碑があります。しかも、電車の窓から、それがよく

見えるのです。独歩の碑も、あのようなのがいいな

と思っております。 

そこで、独歩の会では力がありませんので、独歩

の会とは別な国木田独歩百年忌記念実行委員会（2

年後、正確にはあと 1年半で解散）をたちあげまし

た。 

今後は、皆様にも記念事業実行委員会に参加して

いただき、ご協力いただければ、この上もない幸せ

です。さらに欲張って、まだ確定できていない出生

の地も何とかして決定したいというのが、私の現在

の願いです。よろしくお願いいたします。 
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―――ニコニコ――― 

平野恭男君 

高瀬さん、本日はありがとうございます。 

国木田独歩は明治４年に銚子で生れ、明治 41 年

(1908 年)に亡くなりました。来年の 6月に百年忌を

迎えます。皆様も国木田独歩百年忌記念事業に是非

御協力下さいます様お願い申し上げます。 

銚子東ロータリー・クラブ 銚子市三軒町19番地の4 銚子商工会館内 ＴＥＬ0479(25)3111(代) ＦＡＸ0479(25)8789 

清墨会の練習会（3/6例会終了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーのモットー（標語） 

国際ロータリーの最初のモットーである「最もよ

く奉仕する者、最も多く報いられる」というのが

1911 年 8月オレゴン州ポートランドで催された第 2

回ロータリー大会で承認されました。この文言はシ

カゴのロータリアン、アート・シェルドンによって

初めて提言されました。彼は 1910 年の演説に、「そ

の仲間に最もよく奉仕する者が最も多く報いられ

る」という文言を入れたのです。 

同じ頃に、ミネソタ州ミネソタのロータリー・ク

ラブ会長であったベン・コリンズは、ロータリー・

クラブを組織する適切な方法は彼の所属クラブが採

用していた「無私の奉仕」という原則を貫くことだ

という意見を述べました。 

上の二つのスローガンは、若干修正されて、1950

年のデトロイト国際大会で公式モットーとして正式

に承認されました。「最も良く奉仕する者、最も多く

報いられる」と「超我の奉仕」の二つです。 

1989 年の規定審議会は「超我の奉仕」というのを

ロータリーの第 1標語として定めました。というの

は、これが利己的でないボランティアの奉仕の哲学

を最も良く説明している文言だからです。 

幹事の一言             宮内 博 

先々週の例会終了後、月に一度開催される清墨会

の練習会が行われました。当日は、我々の所属する

潮港会の佐藤港月先生をお招きし、直接指導して頂

きました。まず、先生からお手本で書いて頂き、筆

の持ち方や筆の運び方など基本を指導して頂きまし

た。その後、初心者会員は港月先生から個別に指導

して頂きました。皆、いつも以上に緊張しながら一

生懸命、今月の課題である「厲志守常」を書き上げ

ました。今月の課題は跳ねるところが多く、跳ね方

もそれぞれ違いがあり、私は苦手な課題です。練習

すればするほど上手く書けず、書道は奥が深く難し

いものだと実感しております。なお、先月の課題で

和田会員、吉田会員そして安藤会員が昇級しました。

おめでとうございます。 

前 回 の 例 会 （３／１３） 報 告 
点   鐘 中西 廣会長 

出席報告 

会員総数 ４６ 名 出席規定除外数 １２ 名 

出席者  ２９ 名   出席率     ８５．２９ ％ 

２月２７日       確定出席率   ９４．１２ ％ 

来訪ロータリアン 

大里忠弘君 高橋宏資君          (銚子ＲＣ) 

欠席者 ５名 

平幡君 石上（新）君 木村君 大木君 澤田君 

メークアップ 

なし 

スモールコインＢＯＸ     小 計 ￥  ２，０８２－ 

累 計 ￥ ７８，０６８－ 

ニコニコＢＯＸ          小 計 ￥  ５，０００－ 

累 計 ￥６７５，４２８－ 

メール c-higashirc@tcs-net.ne.jp ＵＲＬ http://www.tcs-net.ne.jp/~rc 

例会日時及会場 毎週火曜日  12時30分点鐘  銚子商工会館5階大会議室 

  会長 中西 廣  副会長 黒田幸一  幹事 宮内 博 

 Ｒ．Ｉ 第2790地区 クラブ会報委員会 安藤正雄・和田 誠・宮内勝利・杉浦 武 

  表紙題字 網中喜一郎初代会長 
 

ほととぎす 銚子は国の とっぱずれ        古 帳 庵 

江戸小網町の豪商鈴木金兵衛夫婦（古帳庵 古帳女）が銚子に遊んだときに 

詠んだもので、この碑は圓福（円福）寺に現存する。 
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